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◎オリンピック初期の野球 No.02 

― 1936(昭和11)年 ベルリンで見た東京の夢 ― 
 

今回は、1936(昭和11)年に開催 

されたオリンピック ベルリン大会 

にさかのぼります。 
 

この大会には、のちに野球殿堂 

入りした松本
ま つ もと

瀧藏
た き ぞう

(1901～1958)が、 

日本選手団の役員となり参加して 

います。 
 

  スポーツによる国際交流に貢献した松本は、広陵中学が 

夏の甲子園大会に初出場したときのマネージャーでした。 

その後、明治大学へ進み、生涯にわたってスポーツ界の 

発展に力を尽くしました。 
  

  このベルリン大会での野球には、日本も招待されていま 

したが、アメリカ以外の国はチームを派遣していません。 
 

そのため、実際のゲームは、アメリカ代表が２チームに 

わかれて行われました。松本は、塁審をつとめています。 

 松本 瀧藏（2016 年 野球殿堂入り） 



 

ＩＯＣ(国際オリンピック委員会)は、この試合の成功を 

評価し、４年後の東京大会では、野球を｢公式競技｣として 

行うことにしたようです。 
 

アメリカオリンピック委員会の『報告書』(1936)によると、 

次回の東京大会では｢世界野球トーナメント｣が中国・ 

フィリピン・ハワイ・イギリス・ドイツ・メキシコ・ 

キューバ・日本・アメリカの９チームで行われること 

になっていました。 
  

 松本は、東京オリンピックで、多くの国が参加して 

野球大会を開催するという、この「画期的な計画」を 

誰よりも喜んでいたことでしょう。 
  

 『報告書』には、松本とレスリー･マン(アメリカ)の 

ふたりは、1940(昭和15)年の東京大会での計画を準備 

する予定とも書かれています。 

  

 しかし、スポーツでの国際交流に尽力した松本が、 

ベルリンで見た東京オリンピックの夢は、戦争のため 

中止となり、実現することなく消えました。 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

出典 

『United States Olympic Committee Quadrennial Report 1936』 

《 https://digital.la84.org/digital/collection/p17103coll6/id/5807 》 

 

 

参考資料 

松本
ま つ もと

瀧藏
た き ぞう

については 

《 https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E7%80%A7%E8%97%8F 》 

 

レスリー
L e s l i e

・マン
M a n n

については 

《 https://sabr.org/bioproj/person/9e10a544 》 

 

などを参照してください。 

 

 

 

 

今回は、ベルリンオリンピックでの野球にまつわる話題に

ついて少し調べてみました。 

 

 みなさまのご意見・ご感想をお待ちしています。 

 

２０１９(令和元)年０６月２８日 

著者：弘田正典(野球史研究) 

発行：スポーツ文献社 
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